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地域の自然の情報拠点として 
博物館の機能を使う・育てる 

 情報（モノ）をためる

 新たな情報を見いだし、既存情報を整理する

 それを分かりやすく発信する

 情報を持つ人が信頼する

 情報も持つ人・求める人が集まる

 それらの人を支援・エンパワー

 さらに情報が集積されていく

＝＝＞それが情報拠点

例）マスコミ・図書館・博物館

ただし（プロにも、アマにも、行政にも、教育界に
も）信頼されないと集まらない



大阪市立自然史博物館 
前身は靱公園の自然科学博物館 

 1950年に天王寺の美
術館の廊下で展示活
動を開始して以来、
60年を迎えます

 その後１９５８年から
1974年まで、靱公園
の小学校跡で自然科
学博物館として活動し
てきました。



市民を自然へいざなう 

 自然を語るための博
物館の展示は、展示
室内で完結しません。

 大阪各地の自然環境
へと市民を誘い、また
アマチュア研究者の
楽しく、奥深い道へと
誘います。



地域自然誌展示 

 そこに行けば、例えば、「うち
の近くにそんな場所があった
のか」と出かけたくなるような
仕掛け。普通の場所を観察
コースとして紹介。

 野外に行って、わからないこ
とを博物館に訪ねてくる、
フィールドと博物館のループ
をつくる。そのための学芸員
相談カウンターと参考資料

 学芸員や友の会スタッフとの
日常的な接点。



地域が違えば自然がかわる 
だからローカルな生物多様性情報コアが必要 

 気候／地理的な要因

 経済状況が違う

 人の暮らしが違う人の暮らしが違う人の暮らしが違う
必要な保全・管理の施策が異なってくる
その情報源は安定的に確保できるか？



生物多様性は学校で教えてこなかった。 
：子どもも、そして大人も学ぶ必要 

 教員では対応できない

 学校の中で対応できない

 親子の対話で伝える場として

 最新の科学成果を広める
チャンネルとして



自然史博物館の活動の新たな
方向性 

 資料収集保管 

 調査研究 

 教育・普及 

 展示 

 大阪の「自然の情報拠点」とし
て自然史博物館の機能を発展さ
せていきます。

 社会教育施設として、人々の知
的好奇心を刺激し、見つめる学
習の援助を行います。 

 地域との連携を促進してより広
範な市民との交流に努めます。

大阪市立自然史博物館のミッション



自然史博物館をもっとも頼り
にしている人は誰？ 

 学校 

 地域住民 （日常の学習施設として） 

 域外の住民（観光・行楽ユース） 

 隣接地域のアマチュア 

 隣接地域の自然関連活動 この先には，
それぞれの地域の
「学校」や「地域住民」
が存在

もっと楽しんでもらえ、もっと使いやすく、
もっとわかりやすくするには？



大阪の「自然の情報拠点」として自然史
博物館の機能を発展させていきます 

 情報がたまっている場所

 情報の発信拠点

 情報が集まってくる場所

 情報を持った人が集まる
場所



情報はためるだけでなく使う 

ここでも
友の会の人材が
大活躍！



アマチュアの育成・支援 

 地域の自然を最も近くで
見つめることのできる人

 続けるためには交流の
輪が必要



現在自然史博物館の周辺で動
いている市民参加の調査 

 アサギマダラを調べる会

 うつぼ公園の蝉の抜け殻調べ

 大和川プロジェクト(Project Y)
 タンポポ調査近畿２００５

 大阪鳥類研究グループ

 大阪湾海岸生物研究会

 ．．．And more!
友の会はこれらのプラットフォーム



収蔵庫 

 100万点以上の科学研究の証
拠となる標本

 博物館が新たに発信する情報
の源泉。｢倉庫」ではない



植物標本庫 
（ハーバリウム） 

収蔵庫の中でもっとも
利用者が多い大阪市立自然史博物館の標本を基礎に作られた

植物関連の生物多様性情報
・大阪府植物誌
・奈良県植物誌（作成中）
・近畿地方の苔類（児玉コレクション）
・和歌山県産シダ植物標本目録（真砂コレクション）

・近畿地方の保護上重要な植物
・大阪府レッドリスト
・奈良県レッドリスト
・三重県レッドリスト
・堺市レッドリスト、上野市レッドリスト・・



標本は環境政策と生物科学の
「説明責任」のためにある 

 出版・研究に使った標本・体系的に収集した標本
が地域に残れば、将来地域の情報源になります。
それは環境政策の根拠になります。

 死蔵することは最悪の選択。 「標本は使ってなん
ぼ」整理ができてから活用するのではなく、活用す
ることによって整理されていくものです。

 地域研究の成果を地域でまとめる必要がありま
す。（それはシステムの問題でなく、人が把握して
いることが望ましい。）会報なども含め、ちょっとし
た記録が後に役立つことも多いのです。



ではだれが標本を作り、 
集めるのか 

1. 学芸員

2. 職業研究者

3. コレクター・アマチュア

 大阪では第三のカテゴリー
が圧倒的

 なのでここの支援が大切



例えば菌類では、全国的に標本の集積が十分ではない 

  尐なくとも１5年程度前までは… 



国内の菌類相とRDBを推進するための 

インベントリー 

• 研究者による既存情報の整理 

• 博物館による地域の標本集積 

• アマチュアと研究者・博物館の連携 



近年の進展 

 既存情報の集約はされた

 各博物館によるアマチュア
と共同した情報収集も始ま
りつつある

入生田菌類誌（神奈川） 千葉県レッドリスト



菌類の情報はアマチュア依存 

 地方生物多様性情報を収集する上で、菌類は圧
倒的に標本情報が尐ない

 既存研究成果の集約も不十分

 発生情報はアマチュアの採集努力、採集記録に
よるところが大きい

そのためには、アマチュア向けに標本作りの応
援をしないと難しい。



積極的な情報発信が、 
集まる情報の質を高める 

 良い標本の取り方・
送り方マニュアル

 自然を楽しむための
視点の提供

 その結果として良い
展示

 webで事前学習・楽
しみ方も多様に 



なんのために標本を作るのか？ 
１．コレクターズ・アイテム？ 
 

 チョコエッグでも何でも集める
のは楽しい。

→蝶や甲虫・貝殻・鳥のはね

 押し花はビミョウ？

チョコエッグでも何でも集める

写真は浦野動物病院より拝借



２．知的好奇心？ 

 何かを知りたいから
標本をとる

 何かを伝えたいから
標本をとる

例えば

食痕付き標本

冬芽の標本

種の標本

特定のハチが訪れる花
の標本



３．誰かの好奇心に乗っかる 

 研究者はしばしば標
本募集をしている。

 研究者の興味に面白
い！と思えば提供し
て結果を見守るという
のも一つの手。

 研究者がきちんと還
元してくれるかどうか
はその人次第



自分が標本を使う側になること 

 誰かのための標本ではなく、まず自分のた
めの標本であること

 そのためには自分の目的に合う、自分に
最も必要な記録がきちんと盛り込まれた標
本であること

 その次に、あとで誰かが見てもその意図・
意味・価値が判る標本であること



標本の使い道：実物図鑑として 

 きちんと同定された標
本は最高の教科書

 自分での同定作業は
最高の実習

 特に菌類や蘚苔類、
藻類などでは過去に
も、そして現在でも図
鑑より実物



あとから調べるために 

 様々な計測のために

 シダであれば胞子の確認

 植物の種子の数

 実は別の種類だった？

 DNAなどなど



隠蔽種なるものが案外ある 

 これまで形態的に区別
されてこなかったけど、
最近の研究で分かるよ
うになった種がたくさん
ある

 外来種で一種だと思わ
れていたものが実は
違ったなど・・



集めて比べるからこそ分かること 

 同じ種類でも様々な変異

 似た種類の微妙な違い

 自分の地域にあるもの、無いもの

他の地域との違い

→自分の「コレクション」＝自分の自然観の源・
 地域理解の源

共有する価値のあるものになれば博物館へ



博物館に入れる標本 

 共有する価値のあるもの（教育的に、科学
研究上、文化的になどなど）

 その価値は自分一人では判断できない。
地域で使って、研究レポートなどで発表し
て、価値が共有されてはじめて決まるもの。

 価値のある標本や記録は保全しなければ
社会的損失



生物多様性重視の社会では 
自然史博物館も文化の核になる 



博物館の標本を使う 

 標本庫の利用は許可制

 学芸員に連絡をして、利用目的と調べたい
標本について事前連絡をして日程調整など
をしてから。

 標本は壊れやすいもの。取り扱いには経験
を必要とする。



大阪市立自然史博物館の場合 

 標本庫の「見学」は明確な研究目的を持っ
ている場合を除いては原則お断りをしてい
ます

理由:防虫・防カビ管理のため
 植物や昆虫の標本はカビやムシによって
食い荒らされてしまいます。その管理の方法
は殺虫剤を用いる薫蒸や、目視による管理
など様々ですが、大阪の場合、部屋全体の
薫蒸はしていません



でも標本のほとんどは 
アマチュアによる 

 なので実は利用の主体はアマチュア

 「ボランティア」ではなく、自分たちで目的を
持ち、標本を利用する「アマチュア研究者」

 研究目的を有する人にはアマチュアを含
めて標本の利用は開かれている。

 でも、標本庫に入っての利用は標本利用
の実績を積んでから。（当館の場合）



標本庫に入れなくても学芸員に
アポを取って、標本を見る 

 実物を見たい場合、目的を述べて学芸員
に依頼してください

 必要があると認めた場合、学芸員が標本
を持ち出してきて閲覧に供します（閉架図
書の場合と同様）

 事前に予定を調整すること、目的をはっき
りさせることが重要



博物館のステークホルダーは 
誰でしょうか？ 
   博物館は誰に対して責任があるでしょうか？地域の博物館を所有
している、あるいは利害関係を持っている、またはそのように感じて
いるのは誰でしょうか？

 納税者     ・地方および国の政治家

 公務員     ・ビジネス業界 

 学界       ・スポンサー

 利用者

 将来の世代

 職員

皆さんのグループも博物館の未来に
関わっている、また関わってもらうべきでしょう



様々な団体が関わってこそ、 
生きた博物館 

高いスキ
ルを持っ
た有償ス
タッフによ
る底辺拡
大

友の会によるア
マチュアの養成、
スキルアップ

サークルの支援、指
導者の支援、学会や
他の博物館との連携

ファンド
レイズ・
行政との
連携・・・



なぜNPOと協働するのか、 
アマチュア支援に力を注ぐのか 

 博物館と市民をつなぐ受
け皿には，博物館友の会
の役割は重要． 

 大阪自然史センターは法
人化によって，会計や契
約上の透明性，スタッフ
の雇用条件などを改善に
成功． 

 さらに社会的な役割を担
う団体へ向けて成長中 



地方自然史博物館は 
「地域の自然の情報拠点」だ 

 過去の学術成果の集積地として

 情報収集の担い手であるプロ・アマの結節
点として

 教育・広報拠点、人材育成拠点として

 新たな情報を生み出すモノの集積地として

（証拠ベースの多様性研究）



生物多様性情報の拠点に 
求められるもの 
1. ファースト・コンタクトの場として：市民・そして企業に開放された活

動 △

2. 地域に根付くアマチュアの拠点：コーディネーター △

3. 自然好きからアマチュアへのトランジション
：研究者の存在・指導 ○

4. 指導者・プロフェッショナル向け研修
：連携がキーポイント ○

5. ナショナルプロジェクト・国際プロジェクトとかしこく連携して自然関
連の活動全体をプロモーション：企業連携も模索中

6. アマチュア・博物館＋学会・企業でwin-win-winの体制を！

実体経済の中に根付いた生物多様性保全の良い拠点をつくるのは、
官だけの仕事でも市民の情熱だけでも無理。公益性・公共性を確保し
たうえで、広く社会にフォローしてもらえるシステムを。



みなさまへのおねがい 

 出版・研究に使った標本・体系的に収集した標本
は最寄りの博物館などへご寄贈ください

 地域研究の成果などをご寄贈ください。会報など
も含め、ちょっとした記録が後に役立つことも多
いのです

 標本を活用してください

  整理ができてから活用するのではなく、活用す
ることによって整理されていくものだと考えていま
す。たいしたご支援はできないことをあらかじめ
言い訳しておきますが




